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雪上に
飛び賓ラ歓声

親
子
で
ふ
れ
あ
い

雪

上

運

動

会

吹
雪
な
ん
て
吹

っ
飛
ば
せ
／

元
気
に
運
動
会
を
楽
し
む
脇
小
健
児

赤
組
が
ん
ば
れ
／
白
組
が
ん
ば
れ
／

大
き
な
声
で
応
援
合
戦

つ卜Ro主ば記事

十三っ子支旱2英会‐
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」曲締議幕議”澪』粕犠謁密“喘一̈
一】”⇔弊「な』師嗅「お

日
午
前
十
時
か
ら
市
浦
村
コ
ミ
ュ
　
　
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

氏稔絆脚
森

長

圭円
学

体

験

学

習

を

通

し

て

、

十

分

期

待

と

っ
て

は
何

と

し

て
も

食

べ
物

が



一鈍基
４
・，

これで、ひとまず安閣です
消防IJlで除排 11「の本イJ:



広報ι
'ろ
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と
生
徒
が
総
出
で
校
合
の
屋
根
に

の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
が
、
ゆ

そ

れ

ぞ

れ

分

担

を

決

め

て

、

全

生

徒

総

動

員

を

か

け

、

除

排

雪

を

し

ま

し

た

。

,赫
相小でスキー大会

十
二

っ
子
ま
つ
り

か

る
た

・
凧

あ
げ

大
会

金
木
高
校
相
内
分
校



害さを吹き飛ばモう

室内運動会で快い汗
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成
人

磯

松

地

区

で

開

催

」一ヽヽノ二一一̈
『
〔］一ド
」剛
　
高
血
圧
、脳
卒
中
を

い］は「はには「〔副】州颯
　
　
　
克
服
し
よ
う

岬枷に“］ノ，キぃ僣」置一［碍　　　教一刊‐二‐」目岬躙」」か悧「

ち
1'「 lfI II Ii‖ [

病人食のつくり方‐

調理方法に気酉己りを

マllil:下11=可語
~へ

||II



病
人
の

望
ま
し
い
肢
位

脳
卒
中
に
な
る
と
手
足
に
麻
痺

か
ら
だ
を
支

え
る
も

の

新たな出発

市浦郵便局で

局舎新築落成式
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医療機械器具を充実
日
劃
淵
日
日

市浦診療所で

学

検

査

機

械

」

等

を

購

入

整

備

し

く

、

ま

た

悪

性

の
も

の

か

ど
う

か

嗜
　
　
に
よ
っ
て
肝
臓
・
腎
臓
　
膵
臓
な

れ
　
　
の疾
患
（た
と
え
ば
肝
硬
変
・肝

妨
　
　
す
．
な
お
、
二
の機
械
で
心臓
の

が
　
　
全
）も
で
き
ま
す
¨

い
た

の

が

、

現

在

は

診

療

所

で
検

診
療
所
で
健
康
診
断
を

二
れ

ら

の
医

療

機

械

器

具

は

、

年
金
積
立
金
還
元
融
資
施
設

地
震

・
災
害
な
ど
で
も
安
定
供
給

-89
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善

意

あ

り

が

と

う

◎

市

浦

中

学

校

（
長

谷

川

良

幸

校

長

・
生

徒

会

長

葛

西

央

倫

）

で

は

議

会

を

訪

れ

、

市

中

祭

の

バ

ザ

ー

◎

市

浦

村

観

光

協

会

（
工
藤

章

二

郎

会

長

）

で

も

、

去

る

二

月

十

五

ケ

大

会

の
益

金

二

万

三

千

六

百

四

市浦村史第 1巻発刊
好評発売中

教育相談所開設
市 浦村教育委員会

県立金木高校相内分校生徒募集

ピ
ア
ノ
購
入
費
の

一
部
に

と
十
八
万

一
千
円
を
寄
附

十

三

地

区

の
小

山

内

千

津

子

さ

ん

と

十

三

保

育

所

母

の
会

（
小

山

内

千

津

子

会

長

）

で

は

「
十

二

保

ど

役

場

を

訪

れ

、

工

藤

助

役

と

成

香

典

返

し

と

し

て

十

万

円

、

十

二

足

分

を

、

二

月

の
補

正

予

算

で
措

置

し

、

二

月

行

わ

れ

る

十

三

保

育

所

の
卒

園

式

に
使

え

る

よ
う

に

、寄附金を手渡す小山内さん(右から2人目)
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市
浦
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（成
田
永
吉
会
長
）
で
は
、　
一
月
十

珂珂堀 輝 測 理 経
=

:・
O④ OOO① OO④  l
:  秋田谷重春さん (相内)  :
:長男智 也 ちゃん (7ヵ 月):

め

て

「
タ

コ
絵

教

室

」

を

開

き

ま

「
タ

コ
絵

教

室

」

は

、

同

連

合

会

が
年

一
回

、

岡

田
恵

一
郎

氏

（

中

里

町

・
内

潟

中

学

校

教

諭

）
を

し

て

い
る

も

の

で

、

今

回

は

総

仕

上

げ

の
教

室

。

村

内

各

地

区

か

ら

、

絵

筆

や

カ

ッ
タ

ー

等

を

持

っ
て
集

ま

っ
た

お

岡

田
先

生

の
指

導

を

受

け

て
熱

心

に

タ

コ
絵

の
仕

上

げ

に

取

り

組

み

同

連

合

会

で

は

、

こ
れ

か

ら

地

区

老

人

ク

ラ

ブ

で
更

に
教

室

を

開

き

、

今

回

参

加

で
き

な

か

っ
た

仲

間

へ
指

導

す

る

ほ

か

、

子

供

た

ち

「
タ

コ
あ

げ

大

会

」

を

行

う

こ

と

圃

閂

ド

国

融
雪
期
の

事
故
防
止

高

く

積

ま

れ

、

交

差

点

な

ど

で

か

け

て
、

徐

々

に
雪

溶

け

が

は

し

ま

り

、

雪

国

な

ら

で

は

の
悪

特

に

、

冷

え

込

み

の
激

し

い

思

わ

ぬ

ア

ク

シ
デ

ン
ト

に
遣

う

に

ハ

ン
ド

ル
を

と

ら

れ

て

の
接

触

事

故

な

ど

が
多

く

な

り

ま

す

。

道

路

状

況

を

十

分

に

見

極

め

て

安

全

第

一
の
運

転

に

心

が

け

ま

警

察

官

駐

在

所

―

お

誕

生

一二
和
　
　
歩

（相
内
）
鋭
　
敏

成

田
　
茉

世

（磯
松
）

豊

萬

谷

彩

香

（脇
こ

　

要

一二
和
　
千

鶴

（相
内
）

公

佐

藤
　
琴

絵

⌒相
内
）
智
儀
雄

新

潟

留

美

（弘
芭

春

夫

葛

西

敬

子

（脇
こ

武

和

鳴

海
　
陽

輝

⌒相
内
）

萬

今

野

洋

子

（十
三

忠

教

ご

結

婚

（卸　』　華智一
一籟　　］一

⌒「　制　崚梨一
一碑　　時一

⌒略　格　『　毒
一罐　　繭一

（鳳田嗜　燎　詢
一織　　制一

⌒産　哺　鶏智「
一瑯所川［一

⌒」　師　卸　御
一動　　］一

⌒脚　輌　無智“
一幸　　摯一

昴

園
光

　

義

⌒
十

三

）

３８
歳

ツ

　

マ

（
相

内

）

８２
歳

カ
　

ド

⌒
十

二

）

７４
歳

ョ
　

ツ

⌒
相

内

）

８４
歳

き

り

ゑ

（
相

内

）

６４
歳

嘉

市

郎

⌒
十

三

）

９５
歳

永

太

郎

（
十

三

）

７２
歳

与

二

郎

⌒
桂

川

）

７６
歳

⌒嗜　］
時　〓
一瑚所川』

（麻　［　信　礎
一高所川輛

⌒繰田』
嘲


